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江口 晋・教授 専門医試験作成委員 日本肝臓学会 
江口 晋・教授 委員 長崎県福祉保健審議会 
江口 晋・教授 委員 長崎県特定疾患対策協議会 
江口 晋・教授 診療報酬審査会委員 長崎県健康保険 
江口 晋・教授 診療報酬査定委員 長崎県国民健康保険 
江口 晋・教授 「あり方委員会」委員長 日本肝胆膵外科学会 
江口 晋・教授 「国際交流委員会」委員長 日本肝胆膵外科学会 
江口 晋・教授 IHPBAA-PHPBA Japan Chapter 委員 日本肝胆膵外科学会 
江口 晋・教授 高度技能医技術認定小委員会 委員（移

植） 
日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 幹事 日本肝癌研究会 
江口 晋・教授 肝癌取扱い規約委員 日本肝癌研究会 
江口 晋・教授 幹事 先端医療開発特区「細胞シート」によ

る再生医療実現プロジェクト 
江口 晋・教授 代表世話人 長崎手術手技研究会 
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江口 晋・教授 代表世話人 長 崎 Digestive organ cancer 
chemotherapy 

江口 晋・教授 代表世話人 長崎内視鏡外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 日本肝移植研究会 
江口 晋・教授 世話人 日本異種移植研究会 
江口 晋・教授 世話人 日本肝臓内視鏡外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 日本膵臓内視鏡外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 手術手技研究会 
江口 晋・教授 世話人 肝臓内視鏡外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 九州内視鏡下外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 九州肝臓外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 九州代謝・栄養研究会 
江口 晋・教授 世話人 長崎肝・胆道・膵外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 長崎肝癌研究会 
江口 晋・教授 世話人 長崎肝胆膵外科研究会 
江口 晋・教授 世話人 長崎障害者支援再生医療研究会 
江口 晋・教授 世話人 長崎乳腺研究会 
江口 晋・教授 世話人 京都肝移植周術期研究会 
黒木 保・准教

授 
代議員 日本外科学会 

黒木 保・准教

授 
評議員 日本肝胆膵外科学会 

黒木 保・准教

授 
評議員 日本内視鏡外科学会 

黒木 保・准教

授 
評議員 日本胆道学会 

黒木 保・准教

授 
評議員 日本消化器病学会九州支部 

黒木 保・准教

授 
評議員 九州外科学会 

黒木 保・准教

授 
幹事 膵臓内視鏡外科研究会 

黒木 保・准教

授 
世話人 日本単孔研究会 

黒木 保・准教

授 
世話人 九州膵研究会 

高槻 光寿・講

師 
評議員 日本肝胆膵外科学会 

高槻 光寿・講 評議員 日本消化器病学会九州支部 
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師 
高槻 光寿・講

師 
評議員 九州外科学会 

金高 賢悟・講

師 
世話人 長崎胃疾患検討会 

金高 賢悟・講

師 
世話人 長崎 DDS・再生医療研究会 

南 恵樹・助教 世話人 長崎乳腺研究会 
南 恵樹・助教 世話人 長崎甲状腺研究会 
藤田 文彦・助

教 
世話人 次世代の内視鏡下消化管手術セミナー

藤田 文彦・助

教 
世話人 長崎内視鏡下外科研究会 

藤田 文彦・助

教 
世話人 長崎炎症性腸疾患 

藤田 文彦・助

教 
世話人 Nagasaki Bowel Club 

藤田 文彦・助

教 
世話人 長崎胃疾患検討会 

藤田 文彦・助

教 
世話人 長崎 NST 研究会 

足立 智彦・助

教 
評議員 日本肝胆膵外科 

足立 智彦・助

教 
評議員 日本胆道学会 

足立 智彦・助

教 
評議員 日本内視鏡外科学会 

 
競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分

担 
研 究 題 目 

江口 晋・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

ヒト肝再構築シートを用いた肝再生

医療の前臨床研究 

江口 晋・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金(エイズ対

策研究事業) 
血液製剤による HIV/HCV 重複感染患

者の肝移植のための組織構築 
江口 晋・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(エイズ対

策研究事業) 
血液凝固因子製剤による HIV 感染被

害者の長期療養体制の整備に関する
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患者参加型研究 
江口 晋・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾

患克服研究事業) 
門脈血行異常症に関する調査研究 

江口 晋・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(肝炎等克

服緊急対策研究事業) 
ゲノムワイド関連解析を用いた革新

的な肝移植後肝炎ウイルス再感染予

防・治療法の確立 
江口 晋・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾

患等克服研究事業) 
脳死ドナーにおける多臓器摘出に関

する教育プログラムの確立 
江口 晋・教授 日本学術振興会 代表 外国人招聘事業 
黒木 保・准教

授 
公益財団法人 武田科学振興財

団 
代表 医学研究奨励(臨床) 

細胞シート工学による術後膵液瘻防

止法の開発 
黒木 保・准教

授 
日本学術振興会 代表 外国人招聘研究者（短期） 

高槻 光寿・講

師 
公益財団法人かなえ医薬振興

財団 
代表 カザフスタンにおける生体肝移植へ

の技術支援と学術交流 
高槻 光寿・講

師 
長崎大学 代表 大学高度化推進経費 

カザフスタン共和国における生体肝

移植プログラム立ち上げへの学術交

流と技術支援 
藤田 文彦・助

教 
厚生労働省 代表 挑戦的萌芽  

脂肪幹細胞を用いた肛門括約筋再生

に関する研究 
藤田 文彦・助

教 
厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(医療技術

実用化総合研究事業) 
大腸癌におけるオキサリプラチンの

末梢神経障害に対する漢方薬：牛車腎

気丸の有用性に 関する多施設共同

二重盲検ランダム化比較検証試験（臨

床第Ⅲ相試験） 
足立 智彦・助

教 
長崎大学 代表 大学高度化推進経費 

長崎大学における新たな細胞医療：膵

島細胞移植の診療体制構築  
伊藤 信一郎・

助教 
厚生労働省 分担 厚生労働科学研究補助金(難病・がん等

の疾患分野の医療の実用化研究事業) 
CHP/NY-ESO-1 ポリペプチドがんワ

クチンの術後食道癌症例を対象とし

た多施設共同前期 第 II 相臨床試験 
曽山 明彦・助 医学同窓会 代表  
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教 
山之内 孝彰・

助教 
長崎大学 代表 大学高度化推進経費チャレンジ支援

事業 
脂肪組織由来多能性幹細胞移植によ

る肝代謝性疾患治療の試み 
堺 裕輔・助教 長崎大学 代表 大学高度化推進経費チャレンジ支援

事業  
共培養技術に基づくヒト肝細胞シー

トの迅速作製法の開発 
小坂 太一郎・

助教 
日本学術振興会 代表 スタート支援   

Helicobacter 属菌胆道感染と胆道発癌

との関連の検討 
村岡 いづみ・

大学院生 
日本学術振興会 代表 奨励研究  

放射線障害肝ラットモデルにおける

同種線維芽細胞シート移植による肝

再生促進 
村岡いづみ・大

学院生 
上原記念生命科学財団 代表 HIV 患者の肝移植後予後改善の為の

研究  
田中 貴之・大

学院生 
日本学術振興会 代表 奨励研究 

Sox9 と 膵 癌 の 関 連 性 な ら び に

microRNAを利用した分子標的薬の研

究 
山口 泉・大学

院生 
日本学術振興会 代表 奨励研究 

肛門機能再生に向けた内肛門括約筋

切除術による肛門機能不全動物モデ

ルの作成 
 
その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 
掲載年月

日 
活動内容の概要と社会との

関連 

江口 晋・教

授 

オランダにおける肝

移植・肝胆膵外科の臨

床フェロー 

Medical Tribune 2012 年 

3 月 1 日 
オランダに留学した際の生

活や経験について。 

江口 晋・教

授 

手術件数増加する肝

移植 

長崎大学病院広報誌  

ポンペだより Vol.55 
2012 年 

3 月号 
肝移植という高度医療の詳

細と今後の展望について述

べた。 
江口 晋・教

授 

日本の医療は私が変

える 

日経メディカルが選

ぶ次代のリーダー10
人 

日経メディカル 2012 年 

4 月号 
移植・再生医療を長崎の柱に

し、後進育成を通して長崎の

医療水準をより高いものに

したいと展望を述べた。 

江口 晋・教

授 

肝移植医療の最前線 朝日新聞 2012 年 

4 月 29 日 
ドナーの安全とレシピエン

トの予後向上に関して概説

した。 
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江口 晋・教

授 

教授就任の御挨拶 長崎医学同窓会  朋百

Vol.126 
2012 年   

江口 晋・教

授 

都市医師会だより｢長

崎大学医師会｣臓器移

植医療の半世紀-県内

外の声に応える高度

医療を- 

長崎県医師会報 第 799
号 

2012 年 

8 月 
移植医療をテーマに議論を

行った。 

江口 晋・教

授 

｢細胞シート｣で再生

医療拠点化図る 

財界九州 2012 年 

9 月 
長崎において、再生医療を看

板とし、医療による地域活力

の創出を目指すプロジェク

トが進行していることにつ

いて掲載された。 
江口 晋・教

授 

「カザフスタン共和

国保健分野功労賞」受

賞 

長崎新聞 2012 年 

9 月 3 日 
カザフスタンでの生体肝移

植手術の実績が評価され、

「カザフスタン共和国保健

分野功労賞」を日本人で初め

て受賞。 
江口 晋・教

授 

発表！医師が選んだ

スーパードクター 

PRESIDENT 2012 年 

9 月 3 日 
肝臓がん (外科 )の専門とし

て、スーパードクターに選ば

れた。 
江口 晋・教

授 

カザフスタンの医療

発展に貢献 

読売新聞 2012 年 

9 月 24 日 
カザフスタンにおける肝移

植手術に関して。 
江口 晋・教

授 

新しい時代で生まれ

たものと変わってい

くもの 

九州医事新報 2012 年 

12 月 20
日 

年代の異なる若い外科医も

含めたチーム医療に関して

述べた。 
江口 晋・教

授 

南 恵樹・助

教 

臨床でよく遭遇する

甲状腺結節・腫瘍 

長崎市医師会報 第 540
号 

2012 年 
2 月 

甲状腺結節・腫瘍における治

療方針について。 

 


